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【研究の概要】 

化学と生物工学に共通する触媒の概念を分子レベルで体系化し、革新的

な分子・生体触媒を創製する。また、触媒を用いる効率の良い物質変換法

を開発することによって、持続可能な材料を作り出す。この分野に強みを

持つ大阪大学とドイツ・アーヘン工科大学を中心に国際共同研究を展開す

る。 

【学術的意義、期待される成果】 

持続可能な社会における物質変換において、触媒は極めて重要である。

化学と生物工学の分野の触媒開発は学問的な共通点が多く、両分野の研究

者の共同により、革新的な触媒の開発につながることが期待される。 

また、優れた若手研究者の人材輩出と国際共同研究の実践を通じて、化

学と生物工学が連携した新しい分野の構築とその成果の世界に向けた発

信も期待される。 

  


